
広報にしはら　No.483  H24.5.1 �広報にしはら　No.483  H24.5.1�

平成 24 年度の主な事業を説明します

◆お問い合わせ　総務部企画財政課　☎945-4533　FAX946-6086◆ 

西地区区画整理事業　5億1,735万円 森川・翁長線道路整備事業　5,067万円

兼久・仲伊保線（北側）　4,493万円

兼久・仲伊保線　2億53万円

小波津川南線　9,023万円

東崎兼久線街路　3億143万円

小波津川改修事業　1億4,177万円

◆
庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
事
業

　

十
九
億
六
千
六
百
六
十
万
円

　

庁
舎
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域
防
災
セ
ン

タ
ー
複
合
施
設
建
物
本
体
建
設

工
事
に
着
手
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　◆

保
育
所
建
設
事
業
補
助
金
交

付
事
業

　
　

三
億
五
千
七
百
七
十
万
円

　

西
原
保
育
所
の
代
わ
り
と
な

る
新
規
認
可
保
育
園
の
創
設
に

向
け
て
、
建
設
費
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
　

百
八
十
万
円

　

与
那
原
町
、
中
城
村
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
三
町
村
広

域
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
を
本
格
的
に
実
施

し
ま
す
。

◆
地
域
防
災
計
画
策
定
事
業　

四
百
万
円

　

県
の
地
域
防
災
計
画
を
踏
ま

え
つ
つ
、
町
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
公
園
施
設
改
築
・
更
新
工
事
費

二
千
七
百
九
十
万
円

　

公
園
の
遊
具
等
の
更
新
、
改
築

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
業
務
委
託
料

　

千
九
百
九
十
万
円

　

汚
水
実
施
設
計
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
農
産
物
直
売
施
設
商
圏
調
査
委
託
料

　
　
　
　
　
　

二
百
五
十
万
円

　

農
産
物
直
売
所
に
つ
い
て
、
商

圏
調
査
や
農
家
の
意
向
を
と
り

ま
と
め
、
そ
の
設
置
場
所
や
規
模

を
検
討
し
ま
す
。

◆
内
間
御
殿
整
備
事
業

　
　
　
　
　

二
千
百
九
十
万
円

　

整
備
に
向
け
て
基
本
的
な
方

向
性
を
決
め
る
内
間
御
殿
保
存

管
理
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
年
次
的
に
整
備

し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　

◆
坂
田
小
学
校
耐
力
度
調
査
委
託
料

百
四
十
万
円

◆
西
原
中
学
校
耐
震
診
断
調
査

　

委
託
料

二
百
八
十
万
円

　

坂
田
小
学
校
耐
力
度
調
査
及

び
西
原
中
学
校
耐
震
診
断
調
査

を
行
い
ま
す
。　
　
　

安
全
で
住
み
よ
い
生
活
環

境
の
整
備

福
祉
の
充
実

教
育
、
文
化

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

詳細は町のホームページで　http://www.town.nishihara.okinawa.jp/　トップページ（西原町役場のご案内）＞財政＞平成 24年度＞平成 24年度予算編成の状況

　※平成 24年度西原町一般会計予算 125億 1,000 万円を 500万円に換算
　　して説明しています。

2012年度（平成24年度）

　

う
～
ん
、
お
父
さ
ん
の
給
料

（
町
税
）
が
少
し
減
り
そ
う
だ

わ
・
・
・

 

そ
の
う
え
、
今
年
は
新
築
の
家

（
庁
舎
建
設
）
の
工
事
が
本
格
的

に
進
む
か
ら
、
や
り
く
り
は
か
な

り
厳
し
い
わ
。　
　
　
　
　
　
　

（
今
年
の
家
計
を
見
積
も
っ
て
い

た
お
母
さ
ん
は
、
そ
う
つ
ぶ
や
い

た
。）

　

家
の
新
築
計
画
で
は
、
今
年
で

大
方
の
工
事
は
終
わ
る
わ
ね
。
そ

の
分
七
十
九
万
円
か
か
っ
て
一

番
出
費
が
大
き
い
し
、
新
築
用
に

と
貯
め
て
い
た
貯
金
（
基
金
）
か

ら
、
二
十
三
万
円
は
取
り
崩
さ
な

い
と
い
け
な
い
わ
。

　

で
も
、
実
家
か
ら
の
援
助
（
沖

縄
振
興
一
括
交
付
金
・
国
県
支
出

金
・
地
方
交
付
税
等
）
は
十
八
万

円
増
え
そ
う
ね
。
今
年
か
ら
、
援

助
（
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
分
）

が
少
し
増
え
て
助
か
る
わ
。
こ
の

援
助
を
う
ま
く
活
用
で
き
る
よ

う
、
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
ら
な

き
ゃ
。　

　

支
出
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
家

族
全
員
の
病
院
代
（
民
生
費
）

が
一
番
大
き
い
わ
ね
。
今
年
も

百
六
十
二
万
円
は
か
か
る
し
、
今

後
も
増
え
て
い
き
そ
う
だ
わ
。

　

古
い
家
の
傷
み
も
あ
っ
て
、
新

し
い
家
財
道
具
も
必
要
だ
か
ら
、

今
年
は
修
繕
費
（
土
木
費
）
が

七
万
円
増
え
そ
う
だ
わ
。

　

教
育
費
は
、去
年
と
あ
ま
り
変

わ
ら
ず
四
十
七
万
か
か
り
そ
う

ね
。

　

ロ
ー
ン
返
済
は
四
十
三
万

円
。
だ
け
ど
、
今
年
は
家
の

新
築
代
の
不
足
分
も
含
め
て
、

七
十
五
万
円
借
入
れ
す
る
こ
と

に
な
る
か
ら
、
返
済
額
が
増
え

て
、
四
百
九
十
二
万
円
残
っ
て
い

る
わ
。

　

こ
の
先
、
病
院
代
は
ま
だ
ま
だ

増
え
そ
う
だ
し
、
当
て
に
し
て
い

る
実
家
か
ら
の
援
助
（
国
県
支
出

金
・
地
方
交
付
税
等
）
は
、
台
所

事
情
（
赤
字
国
債
増
・
震
災
復
興
）

が
不
安
定
で
心
配
だ
わ
。
お
父
さ

ん
の
給
料
（
町
税
）
も
増
え
そ
う

に
な
い
し
、
切
り
つ
め
た
生
活
は

し
ば
ら
く
続
き
そ
う
。

 
だ
け
ど
、
家
族
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
家
計
の
切
り
盛

り
を
工
夫
し
て
、
し
っ
か
り
支

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！　
　
　

　

町
の
会
計
は
、
上
記
の
一
般
会

計
の
ほ
か
に
五
つ
の
特
別
会
計

と
上
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
ま

す
。（
老
人
保
健
特
別
会
計
は
平

成
二
十
二
年
度
で
廃
止
）

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、特
別
会
計
の
当

初
予
算
額
の
推
移
を
表
し
た
も
の

で
す
。　
　

　

今
年
度
は
、
昨
年
同
様
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
保

険
給
付
費
が
伸
び
、
前
年
度
比

二
億
二
千
万
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

執
行
体
制
と
行
財
政
の

確
立

 

産
業
の
振
興


